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船内の騒音・振動防止は慣性独を高め，教育研究の向上をほかるた捌こ必要なばかりでなく，椅  

稗磯路の保守の上でも貌賓である。このため勢水丸の建造にあたっては居住室・研究室・計器室等  

の配蘭とその桝造に関して騒音・振動の防」l二に特別の配慮をした。   

竣工後，著者らほ1980年の嚢習研究航海において，船内騒音・振動の奨渕を行なったのでその結  

果を経費する。   

勢水丸は1980年7月，三菱貌三下】矧造船所で竣工，総トン数：3う9．う1ton，全長：47．001Tl，型稀  

：8．401T】，彗望駄さ：4．00m，定員：覗者，重機関：ダイハツ6DSMH岬26FSl，300馬力i台，発竃  

機j－！当機室謂：ヤンマー6RAL…HP 360馬力2台，推進器：かもめ4一発CPP l，パウスラスター  

：かもめ4－矧畜Ⅰ定ピッチ推力Ⅰ．6to】1 ＝糾軋え，試運転瀾大速力：i3．92Ktである。また航海計縛  

：ハイプリソト航法矧凱 レーダー，電磁lコグ， スキャエソッグソナー，／くウスラスター】至1動制御  

装置。漁梯矧澄：トP－ル漁業，妊彩毯漁業，流網漁業の渚矧綻。海洋観測設僻：CTI），D王うT，  

GEK，深海用音欝測深儀。研究室内機糾頂：サリノメーター，万能投棄拶磯，顕微鏡，日射光盈計  

等な裳僻している。   

Fig．1ほ船内謂宴の配置と隔壁・天井の柄遊園である。登番号⑤・⑨・⑬・⑫・⑰の緒室の壁  

と天井は内引蔓りを施さず仁床i訂は甲板上にセメントまたほデッキコンポジション（ラテックス）を  

施している。室番号⑪・⑬・⑱の床には機関室からの遮音のため，特に40nllⅥの木甲板と厚さ9  

111】Ⅵの榊汝をかさね，さらにその上な211Tnlのビニールタイルで覆っている。他の渚塞の励ま甲板  

上に厚さ8111111のラテックス施工，その上を2m汀畑つと㌧ニ叩ルタイルで覆っている。   
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Fig．1．如・raIlgeIl－ent an（1constrしICtion of eacl－rOOnL  
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測定に使用した機器と測定方法   

船内騒薯・振動の主な発生源としでほ，義政閻・発竃槻及びプロペラが挙げられ，習源からの騒  

普・振動の伝搬糸絡は，廊下等を通る竺；竺気伝搬と隔鴎・踵・天井等船体簡遺物を伝わる固体伝搬が  

考えられる。   

夙狼の短絡欝についても考磯すべきであるが，今回の測定期間中の閻髄は0～5・4i－ユノノsec－ごあった  

ので放浪や凰の短絡欝ほ殆んどないものと考えたGまたプーコペラ回転による騒音・振動については，  

機関室が船艇甲梗後部に配f庶されているので区別して計測しなかった0   

騒審レベルの測定にほ普通騒晋計Type1015A及び1′′3メークタ…ブバンドフィルタ叩7、y王〕e  

う309A を用い，振数加速度レベルの測産には公肇用振動レベル計Tyl）e20う0をj削、た。   
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Fig．1に示すように船内に3瑚緋新を選定し，騒音レベル紆漸定は部巌の中央床面上1・2～l・う111の  

高さでマイクロホンを上プブに向けて設慣し上聞舷数補正憂亘】路のA特性と平坦（Elat）特性Fについ  

て，各′如こおいて少くとも10秒間の遵腐した読取を行ない，指示他の平均値をとった。ここでA特  

性ほ騒音の感覚的な大きさをあらわし，F特性は智正レベルをあらわす値である。   

振動レベルの測定ほ室内中央の床軋ヒにピックアップを置き，う秒間にわたって鉛東方向の振動  

レベル（dB）を計測し，サンプル値な基数低で求め，これを10固くり返した結果の銅附え均値な  

凍めた。この振動レベルは騒音のA特性と同様，人間が振動に対してもつ感覚鼠を示す値である。  

結果 と 考察   

l）発電機運転中の船内騒音と振動  

Ⅰ980年8月10日，嘉機関せ停漉し発竃激1台な運転し仁各室への璧訓達磯を作動＊の状態で松阪港  

梓壁に統什中に行なった船内各点の駄膏レベルdB（A）・dB（F）をFig．2に示す。横側lほ発電機か  

ら各部庭中央までの最矧姦線距離（111）である。   

機関室内観でほA埴腰磯104d王∋（A）F特性伯10うd王墓（F）であったが，同じ船伯甲板甚成る機関  

側御釜㊥では76（1B（A）84d王∋（F）とそれぞれ28d王き（A）21dB（F）減少している。   

上甲板匿腐る食堂⑪でほ70dB（A）92（旧（F），厳暑賽量養餐⑬でほ75dB（A）84dIヨ（F）であっ  

た。   

船狛甲板上の諾窒でほ船員室B⑳・学生室（2）⑳と音源から遠ざかるに従って暦次小さい伯を示し  

ているが，右舷側の二等機関士窒⑲‥教場靂謡・学生靂（1〉⑲でほ同距離拡ある左舷側の諸室より大  

きい値を示した。このことほ発写鑑機がお舷側にあることに関係があるものと考える。   

また船櫓甲敵ヒの諸室にお明・るF特性レベルの減少傾向は，A特性レベルよりゆるやかであっ  

た。   

振動レベルの測定結果はFig．う に示すようになった。船員室C㊨・教官蚤怒の値が船員室B⑳  

・二等概要凋土釜や・休憩室⑬より大きく，また船長室⑧・通信室③の値が教官蔓葛・トイレ⑬より  

大きくなっている。これらの上下振動の大きな部屋が振動発生源である櫓済塞から船首までの略中  

央に存在することは興味ある結果であった。  

2）発電機運転による船外の騒音   

終盤に弊習中の躯撒からの騒音が付近の住民に及ぼす影野がしばしば閉場にされているので，  

1980年8月10壬ヨ，松阪港岸壁に躾留中，発電機i台を主捌転し船内竺匡調矧改のみを作動きせている状  

況で∴揮壁との騒音レベルを船橋右舷のⅩ点から放射状にもうけた測線上10nl間…福でうOmまで蘭屈  

した。天究ほ半峨で左舷船首iO度の方向からう恥′′7secの風が吹いていた。   

測定結果ほFig．4のようになり，ISOが提袈してい郡睡眠に適する場所の騒潜がうう～60d王∋（A）以  

下であるので，勢水丸からの駐督は20ⅠⅥ以上離れた所でほ殆んど問掛こならない程度と考えられ  

る。   

勢水丸は陸上への騒音防止対策として煙突内の排気管憤部を水平方向にまげて酬転出来るように  

し，音淡を海側けこ放出する配慮をしているので，頂部を海側往こ向けた場合と陸側に頂けた場合につ  

いてそれぞれの騒音レベルな計測したが，測定伯は殆んど変らなかった。測定位｛扱が煉郵苫潤；より  

14■nl低いことも考慮し，排気管頂部をi巨船尾方向にlム！lし，ほぼ岡高・柳踊離にある羅針儲澤板上の   
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11】と船尾マスト」二のl13で測定した結束，il】でのA特性伯6う（1B（A）F特性偲84・dB（F），113でのA  

特性値72d王き（A）F特肘齢2dB（F）となった。これらの結兼から発‘鑑機運転中の騒音ほ雉突内の  

消音串の作月利こよって有効に減音されていると考えた。   

10  15  20  
DistQn⊂e m  

Fig．2．】〕istl・ibutionof noiselcveldB（A）and dB（F）on eacl－rOOIn，OPeratingoniy  
the dyllanlO engl11e and抽e air・COnditionel∴  

Disとance：TIle Shor仁est dis仁；lnCe beとWeen dy】1aIllO engllle an（leacIlrOOIll．  

iiemarl（S：△息CIlaraCterIγ，○◎C】1araCter A．   
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10  15  20  
Distqnce m  

Fig．3．Dまstril）しItion of vei・ticalvi‡）‡・atiolllevel（l】う0IleaCllrOOIll，0Ⅰ）erating only抽e  

dyna1110englne an（ltlle ail■－COn（litiollel∴  

Distance：Sallle aSin Fig．2．   

3）バウスラスター使用時の騒音と振動  

i980年8月10】封轡鰍矧内で澤推座（義政瀾と漁徽攫卜倉掛一転）バウスラスター健脚寺の騒音・振  

動な測建した。天気は判将，夙速3．4／～5．4111／SeCであった。   

パウスラスター宴軌船首楼内にある学生用洗面所⑰，船臓甲板の学生像猛襲及び上野奴上で凋  

も船首に近い研究室⑦で測産した騒薯レベルA特性をFig．う，F特性をFig．6，振動レベルを  

Fig．7に示す。   

機関室内にある主機恩済薦結の書裾玉ポンプを発動し上土甲板上な通る油圧管な経て油た‡三があがり，  

バウスラスターが運転可能の状態匿凍ると，バウスラスター室の騒晋レベルは，62dB（A），学生  

食1放で64dB（A）となった。   
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Fig．5．Distl・ibutionof noiseleveldB（A）on useirlg thebow－thruster・  
Distance：The sllOrとest（iistance t〕et＼VeeIlbow－th】●uSter an（1eaclll◆00m．  
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Fig，6．Distl嶋ibしItion of noiseleveld臼（F）on tlSei堀t王－e bow－tI－rLIStel∴  
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Fig．7．Distril）tltion of vel・Licalvibl・ationleve】（旧on t糞Seing t主1el）OW－tllrtlSter・  

1モel11arlくS：SalⅥe aSin Fig．う．  

バウスラスタ・－が逆転されるとバウスラスター窒の騒膏レベルはA相生でさらにう0～36dB（A）  

増加したが，音源からの距離が増加すると騒習レベルの増加値が小さくなり，研究室でほう～6  

dI3（A）の増加となっている。バウスラスターの酬伝教が増加すると騒音レベルも増大するが，学  

生用洗面所では800酬玩時より6】0回転時の方が大きい伐となった。F相性他と振動レベルでも同様  

の現象がみられ，騒晋レベルの逆転差が1～2d】ヨ（A「○、）あるのに振動レベルでは14dBの差がある。   
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このことから洗面所の床面等の簡遊休が二次的振動を起こしていると考えた。   

その他の場所でほ灘魔しなかったが，バウスラスターからの距離が＝．6111の研究室の傾から考え  

これより遠い他の部巌でほ血▲闇小さい値であることがうかがわれる。  

4）航定率の船内騒音・振動  

主機関の回転数を変えた場合の騨音   

勢水丸はプロペラ翼角前進17．う0で主機関の酬転数4ちOr．Ⅰ）．1Tl．（9．2Kt）660r．p．111．（11．1Kt）700  

r．p．Ill．（i2．9Kt）がよく使われるので，i980年8削7日足摺岬紳を航兼中，各剛伝数で船内各室の  

騒音レベルA特性とF特性な計倒しFiきざ．8，Fig．9 に示すような結果を得た。   

測定は上甲板から緻関釜への入口界Yを閉め，洗面所飽7以外では各婁入口の屏を閉めた状態で行   

10  
DistQn⊂e m  

15  20  

Fig－ 8．Distribu＝on of noiseleveldB（A）on eachl・001Ⅵ，naVi脚ting with ti－e main  

englne，the（まvnamo englne an（1t】1e a汗・COnditionel◆・  

Distance：The sIlOI・teSt dista11Ce between】11ain englne and each roonl．  

RemarlくS：1ievolution oflⅥain engiIle450r．1）．m． △血660rポ．m．⊂日田  
7001∴】）．111．0⑳   
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15  20  5  10  
DistGnCe m  

Fig．9．Distr‖Mtねn of noiseleveldB（F）on eacllrOOm，naVigatin虜 W；tlltlle main  
e†唱】ne，tlle dyna1110englne and抽e ai】・－COnditioIler．  

Distance，Remal・lくS：Sa王me aSin Fig．8．  

なった。渕憩時の天気は蟄で軋速は1．6～3．3m／′secで，発電機1台を運転し，各室へ町埜綱機が作  

動中でありた。   

A特性値でふ磯大きい値な示す機関室内の騒音ほ104～107dB（A）で電車が通過中のガード下の  

騒音を上層庵傭代ある。機雷済蛋に隣接する食堂⑪・機関長窒⑬・機関渕御室鍬ま7う～80dB（A）で  

国電の中や普通の工場内騒音と略等しい。他の居尉夏は平均60～70〔lB（A）で兼用車朝と同程度で  

ある。   

図ほ主憐憫麿膚磨滅抄増すと騒音レベルも大となることを示しているが特例があり，A特性依で  

は船長室⑧・休憩室⑬と二等機関士室㊥・教官室番に，F特性値では船長登⑧・トイレ⑬・教官室  

㊥と学生食堂弧教室㊨で主機渦転腰髄0り）．】Ⅵ．のプぎが700r．p．111より大きな伯であった。660回転の時  

にはこれらの部屁の隔磯憤どからの問体伝搬音が増加しているためと思われる。   

Fig・8 によって船愴明夜上の諸室についてÅ特性値の変化傾向なみると，舷聞靂104～107d王き   
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（A）な頂点とし機関綱御室では75～80dB（A）と約30dB減少し，この部屋の防音効果を示している。  

続く船員窒B⑳か軒手相窒㊥に向って眉爛からの距離が大になるにしたがって測定値は下降幌向を  

たどっているが，二等激闇土嚢㊥・休憩室償い教溜登藩常小さな山がみられる。この原因は3窒と  

も機関室に近く通路に面した部屋であるためと考えられる。学生食覚⑳の砥が大きいのも通路に貧  

向いであるためと考える。   

上甲棍上の諾愛でも騒音レベルは食堂⑬の値を1鼠克として，距離のjヰ紬【1につれて減少している。  

食党の倦がより常軌こ近い機関長姿⑬より大きいのは，食覚に隣接す私洞狸蔓と機ぎ済箋の間の隔壁  

に防音材がなく，綱肇iと室の騒音が食堂まで伝搬しているためと考えた。また洗面所⑬では通常使用  

の状態にあわせ屏な開放したままで渕屈したため大きい値を示している。   

また，右舷から左舷をこ及ぷ機関制御妾の存在によって，これより前部の船舶甲板上の諾宴の騒脊  

レベルが急激に減少していることが，Fig．8 下段のカーブが船員嚢B⑳から急にゆるやかになっ  

ていることからわかり，再三目に偵する結果であった。   

騒音F相生伯は概ねA特性値と同様な傾向な示しているが，距離の増加にともなう減衰の度合が  

かなりゆるやかである。また予膵癌㊥ではA特性と輿なり近くの学生室より数d王≡りくきい値であっ  

た。予鮒登は船首に近く，披が外板にあたる晋などが入るためであろうと考える。無線窒③・棟舵  

室①のF特性他もA特性億と輿なった大きい僑を示しているが，璧謬電機箋④からの膨欝であろう。  

主機関の回転数を変えた場合の振動   

航走中主機関の圃魔数を4うOr．l）．1T】．，660r．p．1Tl．，700r，p．汀＝こした場令の各室の振動レベルほFig．  

柑に示すようになり（】980年8月17iヨ），室蘭聞からの距離が増加するにしたがって振動レベルは  

小さくなる傾向な示しているが，その減少率ほ騒溜レベルよりかなりゆるやかである。   

機関側榊蔓蘭と洗面所⑩の振動レベルほ主機関初膚転数が700r．p．1Ⅵ．より660回転の時の方が大  

きく，これらの部罷では660捌辰時に船体桝造に起因する共鳴擬制が発生していることが考えられ  

る。また，660r．p．1nと700Ⅰ・．】）」≠時の学生窒3㊥・食堂⑪と学生食数￥∂でも共鳴振動が起きている  

ようで，付近の部屋に比らべて数dBも大きい値な示している。   

学生婁】⑳と学生室う貌ほ振動発生灘から等距離であり，また岡貿怒遊の部屋でありながら夢の方  

が数d王き大きな億であった。このことほ上甲板上の構造物が左舷に片償っていることによると考え  

る。  

5）船内騒音に対する扉の防音効果  

1980年8月30日，限好灘を航兼中靡開閉の組合せを，（l）」二甲板から機関婁への入‡＝‡にある靡Y  

（Fig．1）を閉め各室入I：1の界もⅠ芽iめた，（‡l）靡Yを閉め各室入口の屏を開いた，川）靡Yを開き  

各室屏を閉めた，川～）界Y各室屏とも開いた状態をこわけ，各室での騒膏レベルな測定した。   

室機関の圃場数は660r．p．111．，プpベラ異角前進17．5度，速力12．OKt，発電機1台運転各室への  

空髄膜維‡言動中，天気は半‡膚，風速1．6～3．3111／secであった。   

披閉制御魔人机勘誹撒魔と食堂の間の靡と上甲板から機関室への入lコ界ほ，厚さⅠ．6111汀＝かア  

′しミ板2枚な用いた金属製中空桝造（出来上り厚さ3う．Or11m）であり，その他の各室入日靡は厚さ  

4．Ommのベニヤ板2枚な用いた木製中肇灘題（出来上り厚さ35．0ⅠⅥIll）である。   

賽験（1）（t‡）の結果な示すFig．11の研朝鵬：∴象機関から各紬箕までの撤短番線凝灘（111）である  

が，粟験＝り（11㌻）では潜波が膵Yから各室への通路な通って伝搬されていることを考え，音源を屏  

Yとし，Yからの通路を通った各i札覚までの曲折距離の合計値（】Ⅵ）な研潮とした。（Fig．Ⅰ2）ま   
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10  15  
DistGn⊂e m  

Fig．10．Distribution of ve】●ticalvibl◆ationleveldB on eacllrOOm，naVigatil鳩With  

thelllain englne，tile aynalmO englne and the ai王●－COI一郎府0Ⅰ－el∴  

DistaIICe，1ミenlarlくS：SaIlle aSin‡Jig．8．  

たÅ特性偲を正方形恥 F相生値を丸印で示し，船植甲板と上甲板に別け各部屋の入口節を閉めた  

場合（月島漁り）な点線で結び，開いた場合（中ぬき）な嚢線で結んだ。   

賽級（l）（】l）の測定結果（肝癌．＝）で屏の効果（A特性）が大きく出た部殿は二等航海士室⑬  

で4・dB）Å）軋次が研究室⑦3dB（A）減であり，その他の謂窒ではi～2d王∋（A）絨であった。一  

方洗面所⑬・浴室⑨・船員賓B⑳の3室でほ節の開閉による緑青レベル（A）の差がなかった。   

上甲板から機ぎ蒸篭への入‡＝】節を開いて行なった采級（…）（1りの結果のA特性値（Fig．i2）で上甲  

板にある船長室⑧・二等航う隠士妥⑬・研究室⑦でそれぞれiO～14dB（A）と大幅の防脅効果があっ  

たのにくらべ，船愴甲板の諮窒では靡の開閉による騒薯レベル（A）の差が小さく，実験（1）（Ⅰりと  

あまり遜っていない。このことは界Yからの竺；望気伝搬音が階段を迫って船蛤甲板に到達するまでの  

間に靡Yを閉めた状億と殆んど変らないく、、らいまでに減衰していることを示している。   

また開墾捜窒⑫は節の開閉による差が殆んどなく，かつ襲験（1）（】l）の測定値とくらペても殆んど   
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DIStGn⊂e（m）  

Fig．11．Sou】1（ト】）1・00fing effect of two doors，Oneis situa仁ed at抽eentl†anceとOengine  

l・00m（Y），and the ot王1el・is at tlle entranCe tO eaClll・00m，naVigating with  

tlle main englne，the dynal110englne an（‡the air・COnd亘tioner，  

Distarie：T】1e SllOrteSt dista11Ceヒetween王11ain englne aIld eacllrOOlll・  

1モeIⅥarlくS：  

○叫O S‡ⅢttingY door，Ol〕ening eaclldoor  

◎…◎Shし1tti】唱Y（lool・，Slltltti咽eaClldool■  

ロ叫□S屋川tting Y（董00r，OPenirlg eaCi－doo㌻  

圏…蘭ShしItting Y dooI■，Shtltting eaclldく）0三▲   

Cllal・aCtel・F  

CllaraCter A  

同じ値を示している。このことほ綱埋養騒音の大部分が機関室からの固体伝機密であることと，靡  

Yからの空気伝搬音が途中の食螢で吸収されていることを示している。   

嚢駿（‡）と（il－）の結果をくらペ機関室からの騒音が屏Yと各室入Ⅰコ靡によってどれだけ減衰され  

ているかな検討したところ，A特性で防音効果が最も顕著な部巌ほ二等航航海ニヒ宴⑮で18（iB（A）  

減卜続いて研究室⑦亜dB（A），教官室⑯14dB（A），船長室⑧・機関箆賓⑬1∋dB（A），叫等航海士  

塞⑬i2dB（A）滅でi5～20％の滅晋効果があった。全く効果のない部屋ほ銅理屈で，その他の諸蔓  

では1～3dB（A）の減であった。   

効果の大きくあらわれた鄭屈服いづれも上甲板にあって入日が通路に蘭した部屋であり，⑦は入  

【ニIが屏Yからの通捌こ筑向いである。⑮の入t二】ほ鰍句きであるが，空気伝搬音が入口榔こある肇妄遠桑廷  

甲板への階段襲面に当って反射されているためと考える。   

潜漱からの葺き亘縦や部屋の位言澄・入いq）方向・通路の形状によって，同約造の節な使用していなが  

ら靡の防音効果檻かなり大きな差を生じていることほ興味溌い結果であった。   

Fig．11と Fig．12によって屏の開閉檻よる各室内のF特性値（音圧レベル）の変化をみると，  

A粁性値にくらべ屏の附弗こよる変動幅が狭く，大きい場合でも数dBまでであった。またタ蔓験（1）  

と（1V）の結果から求めたF矧射腔主の差ほA特性値の差の鴇～現であった。   
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Fig，12．SounかⅠ）rOOfi咽effect of two doors，One；s sitしほl仁e（1aと抽e entra11CetO e11gine  

l・00m（Y），an〔ltlleOtileris at t】1e entl・anceとO e£lCllrOOnl，naVigati咽Witlltlle  

王11ain eI唱1ne，the dさrnalllO englne alldい1e air－COnditioIler．  

DistanceこThe distance T：CtWeen door（Y）and eachl－00m along tllC壬）aSSage．  

iモeIⅥarlくS：  

○岬001コening Y（‡00r，叩eIling eacll（jooま●  

◎…⑳Ol：ening Y（ユ00r，Sl川tting eaclldool・  
Charactel・F  

CIlaraCtel・A 
・  

6）他船との比較等   

日商ら（1980）による混崎大学水産学部練習船轍洋丸（1，044リ．38tol、主緻ぎ讃2，800馬力）の雑学ほ  

膏森県立八戸水魔高等学校実習船常務丸（400と0】1主扱ぎ袈j500馬力2基）の繁閑・（i971）にもとづき，  

騒音レベルA特性偲¢）比較をこころみた。   

両船と－ら勢水丸とは船の大きさや使月柑的が異なり，船体構造・箔室配閲が違うので正確な比較  

とほいえないが，同じ激痛をもつ部屋ごとにくらペたTa宣〕まelによれば，勢水丸は青森丸より静  

かな環境といえる。脊森丸の竺1三雄室は磯姜渇窒に近い場所にあり，勢水丸での略同位檻と考えられる  

機関長窒と食堂の70～80d王∋（A）とくらべると，大体同矧斐といえる0   

山方機関室内の騒音レベルが3dB（A）も商い勢水九で，他の渚塞が大型練習婚磯灘九と略同税  

魔の値を保ち得たことを考えると，勢水九の防音性能がすく・∵れているといえよう。  

Tablel．CoJml〕arison ofllOiselel′elwitl10tIlei・Ships，  

SeistliMaru  70dB（A）  65刑う（A）  80刑う（A）  108刑う（A）  

Aol110riMaI・u  7う  76  83  10う  

まくaktIyO Maま’t1  70  65  70  105   
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ISOの推奨伯では寝姿に適する騒潜レベルほぅう～60dB（A）までとされているが，勢水丸でこの  

範囲に入るのは主機㌻攣4うOljきl転時の無線室だけである。また知的な作業に適する桝とされる牒0～70  

dB（A）を上垣†る場所は，機関室，主機運紛争の緻終誓投餐・絞眠闇膵臓㌻であり，主機の捌転が660  

r．p．1Ⅵ．と700r．p．肌の時にほこの他に休憩室と二等簸ぎ肇土産が追加される。機ぎ謂蛋ほ吏むを得ない  

としても他の部巌でほ2～10dB（Å）の減膏が望まjlる。   

ヰ哩㌢（】977）が，タンカー・貨物沿・護衛艦など10数掛こついての計測結果から，機ぎ賽憧でほ大  

部分が88（憶（A）以上であり，居住区・準屠荏igではう0～8う（旧（A）であると報告していることを考  

えると，船舶での騒音防止ほ今後に残さjlた課j追であることがわかる。   

海況の興なった場糾こおける風紋の短絡欝や，可変ピヅチプロペラの規角変化による船体振動など  

今後調査及必要とする項目が多く残っているが，船内諸室の配蘭ヤ瀾腰灘磁酵よって，登内の騒音  

・振動に大きな差が生じていることがわかり，今後の好資料が得られた。   

終りに本調査せ行なうにあたって協力償いた勢水丸機関長商梨剛技官な始励とする兼組員各位に  

対し探く感謝する。  
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